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研 究発表 の要旨

第 1 日

日本における実被鎗直史観測 (1): 長谷JIトーJ)f， C i1~ 

本天文台〉ハインの縁辺有UlE，議前線侃7.tの初11Eを行

って.4Lとして -2."52(1953.5)， -3."19(1954.5) 

を得た.1940-52 1ドの 4Lのf甘え変化は ー0."244であ

るが， 1952-別 々につし、てはとの結裂とワシ y ト

ン，東ぷの子午現主iil;lItJa'平均するとー0."52となる.

昼食予報器について : 綴本俗l些!郎 ・鈴木裕一 (水

路線〉 星会の予報{エ数航綿訟より幾何学的解法のプJ

が所昭の精度に比して簡単でトあり星合j滞 RS:を設計試

作しι 試作:昔前まー聞の織作て}昆の余地球を対象と

した F報交li1し，特にli1.食iJlリ地予報 (等級Jil.ft)が仰

せる.機N~の信j紫化のため赤道j議牒系z-作用した.

1.計算の精度1分以内 (0.2分まで潟数改良川能〉

2.所用時FriJl土数{iti計算の組合の十乃ヨミ二十分のー・.

3.地球上で起るg丘のすぺてを荻胡する.

1957 1f: 10月 23日の皆既日食: :JI'上三lミ典(水路

;~I) 地球観測年に防艇で待問1~1立が起る . F.I肢のij~11

はi血球f~触れず， 符既lHは司王rq形，皆既の"割問I:l: 23 

1ヨ4時 49.5分-57.0分 U.T.である.

ヴェ トナムにおけるB食槻報: 鈴木絡ー ・大脇町

別 (7Mft部) 1955 1)': 6 H 20日，1有グェ トナム， キ

クイ ック湾・で皆既El食を飢測した. (彼伎町，108"47' 

53" E， 15"24'04" N)その.fffiUは ( i ) 抜触!時刻Uと

う主ー光電法，映同法， I(f銭綴拶訟. 眼視i1a'月'1¥，、た.

くii) コロナ線影-k目指'ffib'ili鋭(焦点Jil."!蛾 250cm，

140，黄色フィルターイナ)， 写真望述銭(焦点即応illl60 

cm， f4，5及び 50cm， f5)にて鍛修 (iii) 眼r，~;";::

変化測定4致事儀及び分闘測定w.;による.

コロナ{主上記の盟Jm鋭で央斗露出 4.4-2.5秒，1/ 

25-5秒，1/50-1/5秒殺与え長焦点で内部，偶然点

で外部をとった.結泉は王将校鯵型ヰ1.

勝tta寺による水墨の位置推IIおよび日食，日iii経過

の予報: 佐滋友三〈東京矢文台〉 隠表時党引数とす

るとき現行乃品品 ーカムのが(}Jt表りづiY~ヘ J・めJJI!える

:fiJ)1Eそ給じと.次にII'1i占~II寺君子 !:!I~とした{告別?ョたち了佐川

して，口H食，7kbl日町長fo.AHiピJ対決11ゲC--H裂し， この

結果を111;界時系に換37;すぺきプ'ji);事'AfEぺた.

会 食会

領望遠鏡観測の o-c:I見t:liFulJ (班点ノ〈文台〉

東京天文台l人jにi泣けられた積雪，!joil~なによる，ltl，.1河川記の

綬iQlJ結Jれの O句 cr~LHした. 縦;nリ{ま 1954 年初よりf-ï'

われているが，観測方法事?改良するたびに級測結れは

よ〈なっている. 昨年6 月にプレートの1"I~fi~~~1のが1E

G'..J~辞をとりのぞくようにし， :X_，イ胞に三1'11主将，'11有df

っていたの役二:1')11三改めた.今年のア:IJ)'J.後[士ruliillJ安

にj設釈をかぶせ京W.lの13激な変1助からi矧1占有;{~~践し，

その結占拠観測地のバラツキは小さくなった._I鼻 F}jl，iJ

のレベルには大きなIUj@がある.

。♂C l :t.>ドJ揃~ì約 0，"58 波紋 6U与の:方，，'，]1こず1 ， 'Cい

る . 昆の{な1&のィ、iE.Ji'(ijか，計l;I:Iß~粍か， 又{j:ソJイr:のも

のかは今後の研究による.

浮激天m儀の綴勧(II): 後if~illイ市IMrtñ実測IJlgf) i学

泌天mmはセ y 卜の後に 2分間伶は1
'
J;I助している.振

動はこつの.jWWlの合成で，};句j加工夫々 7.吃，O. H(iで

為る，;4命は夫奇 2"'，15"である.似励したJi!.{"{!(ま

bis巴ction税訟が大念〈 ， 総皮切iWJにも修アf:.'&!fす

ので荻側と bisection~i主主のl対係を出し， メ;奇い浪

花の絞測似lこ対しては適当の処f&脅した.

夜光分光用K裂カメラの設計 : ノj、H~受 ' 1 : (ぷ大日U)

1944年に考策したKWlの光明来役山mして絞たのス

ペクトノレ雌拶のために特に明るいカメ ラな設計した.

有効口径 100mm，f:=70mrn，.P/0.7. v.~千五時ffiÎ収

7!ii!まfの 0.4'}~でらるカ三日心球i百釆のためコマ ・

3ドl.':収詑・はなし・. {'敏郎のI!Ú~~.:jモ筏i土 70 mm であるが，

ζれが以後の レンズ凶に一致しているので， フィルム

そこのi1nに応完守すればf;{ii突に焦点が合い，JT:J?:'r )'，'奇:A!

けて7ィルムを送れば連続撮影ができる. 7 ィルムit

16mm &..び 8mm， 3700-6500λ の搬彬可能.
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20吋シュミット・カメラの組立テスト : 上川総

〈生駒山天文時物館〉 足カ・綴〈火以 G{) 2011・JFr~ 

の試作シ品.: ，. ト・カメ ツて~ /i:駒ILIパ文博物館 24 吋

反射競f総合t、?と り つけ泉iす'~-j-ペト宏試みf‘ニ.ハル トマ

ンテス トの給月~，まア 【 1- テ 九卜 ，(り }f-f}i[ した事ri ~~と

よく ・致し た. 泊五11，ι，\~i. ~') f似iTは幾何'}C"j;的に;Jとめた

~"のよ iJ wave aberrationによ り求めたもののゾIj/.i:

…3主する，''Jí'.怖分'lIiよ り;J~めよ:JI.Ï1iU'HまWilli){t(i と比~

たと き約1/2で小さナグるが，えは色qX;むな勘定に人

れなかったのと ソィノL ムの感光の、V~1.広{;:二与えなかった

ため・である.

光恒子午舗1: 11:jlj家出 ・ れ'tJ.!j':絞 ・樹} 咋;;~ (地問

調査l努 〉 以前のJi:.電子午慌のソイヤー 又はス リ ァ ト

の代りにす・イツエッ ヂ事f似0111_"([-1.1私tiIfi;@ナる1止の
像を..-....，.，.コに分lナ，:"' VJ絞紛!îiiíjbJのJI~f刻~Jí;'i11的にi記録

する持政の大11品と ffh'ii的な試験問ìlliJ車I!i~.~'~:." 般行した.

ナイ 7 エ 7 1:はi:::j.i:liJ，~:~弱含{!l!ぃ， その民主さ 0.2mm光

電IfN主 lP21そ 2ンt>:Hl¥'、る.増幅採はグァ イグレ

ータ山による 1000cl自主主流烈で B，A ll~のスベ クト

ノレの.~lで 5.5m s¥皮まo(-tt己鍬可能である. (1.'/係 70

mm のよflf~炎使用)観測の結果].例のナイ 7 エッヂの

時刻決定に)Î'~する概:準設だは 1/60 秒前後.野外JlO放

には充分な糊!交である.

3東質京天Z文E台の光'飽E子t午F儀: 1虎泥剖j陥ιI庄巨久.足立保徳

(]東1花T京3夫R文台〉 耳双u京江天文台で拭験巾の光f屯Il:'1子三〆午f'ユi俄託災:は

90mm 寸tゴ可LIふ依儀iの7然.~来1祭知Mミもむ叫，1].，点1].，

プ司そi::50ミク ロ yの1m川日隔を2あt>~けナて;抜対放Eべfたこ 0グ.レ-テイ γ

グ4なk符き， これからの光か 2kc/sの問転円板・で切っ

て断幸子伐として 1P 21に滋<. 8夜の飢illiJから結果

なみると. ')llの観測誤差ヵ:土 38'''"(8.D.) 1夜 7

側の飽iUlJの制度土 16川 9(S.D.)となる.肉眼視線;ItO

と較べて収，J!)10"" の系統泣ヵ:践つfニ.

会合会

火』長官町の機織の中央子午商通過時期の写真観測法:

磁波堤次・伊奈俊之(五げ♂11) 火担面上の特定の悶

4裂が中央γ什・・仰を?通過する頃.iig続的iこ~~/}~搬t与を行

い， 1乾吃絞 j上.'で |川j怜記棋官A点主 ιr小iド11)央士~ 'J七/1

£今T犠4通滋湖11時lゆ争覧別U，及び 1 1傑l~，~1/)椛純度予ど決定した )前迎

時刻fこっL 、て:~士、Il均伝説号土 2.D'''， 続j変については 土

0.60
狩の精度.

小福島墨の~光路線: 竹内耐火(Wぷ天文台〉 カイ

バ-:j';Ap. J. 120 (19511)に発よ・している小娘思の

光俊変化含その形状，夫i1ii反射にrl1'ilii.なIlZJiiを試みて

間円{本が自転しているか.(iii) 荻いは筏執がttt性主主

制lと一放する特別な場合の任立形の矢休の廻転として

考えて結果が説明される.

土星衛星ミマスの平均経度: 古frlU秀(東京天文

台) 1938-47 ::'ドの7' ) リカi11}Jr~天文台の ミマスの観

測な当浮出してそのw均緩JJtについて次の結果そ得え.

l = 126" 39'.6 + 381. 0994 512 ttl 

-43.0634 sin 6.00773(r-ro) 

-0.0560 sin 3・5.00773(r -1'0) 

-0.0008 sin 2・5.0773('1'- 1'，υ〉

， 炉 、，

+ (2.0

78土1."19)卜一一¥ 100 J 

'1'0 == 1866.23 t ~ま 1889 Apr. 0.0治、らjJlijる.

三体問題におけるこ体の衝突: ;I~';阪江主〈水路部〉

機周期運動と安定性の関係: 行-木{;1'仰〈京大型〉

慨J，~J湖沼助であるための必硬且つ十分な条件は甲山ト

rentでらって リアプーノフの21・味で安定であるという

マルコフの定王裂を拡~~して， ステパノフの意味で償周

期泌励やワイルの蕊味での概周期に対する条件を求め

た.8では recurrentであって 8-Lト stable.(8-

LつW では W+l'ecurrentであって W-L-stable， 

叉は w-recurent W-L+ stableで忘ることがわ

ヵ、-った.

徳島火球: 森川之芳(徳島大学主主) 1954年 X 月

19臼タ_t.1J徳島処方で観測された火時について，実経FS，

光度，色調変化， 分裂の状況などを説明した.

食 会食

華Ii!~幸便4雷織内の信号のi屋れ: 飯J~'jli::孝・浜名目長男

〈見r;;て天文台〉 柳時ff:HJ.電波の央効伝術iY111iの実測

に際して受信総内;.'fllの信号の遅れはフーリ a 変換の関

係を利用して一つの法!想波形について計算しとれ含実

際の閉路に応用し. (i) iRリ5E，r!.((ま 50~;; 立より点を

採用するのが妥引 くii) この点にily拠して~.h時間

売定鈍し，この批ヵ:・克信機特有の駒佐伯となる.(iii) 

別府の受信機の巡れは 0.83山 Sとなる.

試験用信号を実際の受信機に婦人した結J43{主人力強

度の変化，向調の儲かのずれに対してもよ主t:の般論It.

妥当でゐり，実測がilま 0.77"'.でパラッ キは:t20点

以内である.

時刻庇則の局地差と基2.1墨表: 飯ぬ!Ii:孝(東京天

文台、〉無線報時を仲介としてキ ャンペラ，グリ ニヂ，

パリ，東京，ワシyトンの時刻綬測の国際比肢を1952，

53， 54年について行った.炎々に経度変化を考慮し，

設p)jした.くi) ~fì'û反射ヵ:特殊な対体にある球であ 湖1m夫々 1，2， 2， 2，3にて平均天文台を計算し，各

る か くii) 決li'lI!uMが・・傑でアイソスタシーにある 天文台の局地義を求め，モノレガyのく柑Nω一切"K3)表
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を別別してく i) 各天文台の局地盤と dO$ 型変化と

は全般的に同程度で，事実慌の平t制!WまlOOJ‘弱であ

る.(ii) N30へ第鈍する時は年m項の位相は各天

文台共・ 40。附近へ集絵寸る.くiu) 東京の局地鐙は

FK3および N30に対し炎々汐くの如し

12.6加 8sin (8 + 24勺 +3.2'>>O sin (28十 1390)

13.2m8 sin (8 + 18") + 2.0"'・sin(28 + 1230) 

地球自転速度の季節変化: 飯島賀来 ・附崎i1Vrti
〈東京天文台〉先にワシントンの水晶時計群と PZT

による時刻観測との比較から地球悶11伝速度の学節変化

を出したが，単独天文台の時刻観測に伴う局地差{土前

項の結果より補正した.くFK3議機〉

JT = Psin(8 +世)+ Qsinく28+伊〉

8=2πdj365 

PO，. ¢ Q削 S <(J 

1952 27.1 -27.0。5.5 +153.09 

53 27.3 -21. 07 4.3 +158."2 

54 21.9 -64.0。7.7 +157・。8

平均 24.1 -35.05 5.7 +157.09 

地舶の菱~君主動: 関口直南Olr京天文台〉 地球の

極の長年移蹴について J.MelchiorくUccle)は関口氏

の求めた槌移動の経路カ;r"度観測計画変更の際に折れ

闘っているのを，観測された星対の問符巡1P)Jの誤差

が，各観測所の観測数の不等によっておV中に入って

来るものとした.この考えをしらべるために一つの飽

測裁の中で一つの星対より求めた綿度を平均して，こ

れに各星対に問置かiで平均して群平均をつくった.こ

れから xyを求める とやはり長年移動ヵ:現れzは術ん

ど変化しない.自主に鑓の移動は間有迎!WJの棋髭による

ものでなく爽在のものである.

会会 会

実視漣.I.~首商の分布 : おeni改以東大世〉 爽視

辺l!.星のiMi置の極は通常税制速度の鮫測から軌道傾斜の

符号ーがわかれぽ決定できるのであるが，いつわりの極

tま一線分布をカ~i'"ものと仮定してその中に混在する真

の療が天球上にどう分布するか遺どしらぺた.フィンセ

ンの突初速昆I~鍛よ り軌道腕定した 151 立すを と り，傾

角は土 4の両方で算出し赤道系で畿の佼置を出し，

天王求を14領域に分けてその分布のー織性を検定した.

分布lま特にある一方向への集中毒r示さぬが，危険幕

0.12にてー綴分布の仮定は棄却される. またえベク

トノレ裂，過期， 離心率.について分類し問綴の検定を行

ったカむスペクトル~については早期型の方が娩期型

のものより多〈分布の非ー織を示している.

高速度星の速度分布菌数 : 安図理事態 〈東京天文台〉

約 5∞ 伺の尚述度阜のÆきそより速度分布告ff十~;r.し

た. 理論的に求めるにはi密度分布宏， 銀ìlÌf"!~{;、の軌道

の α，cについて，aに対しては αが燃すと共に減少，

eにつ¥，¥-C(まIFjが;.!;{tiを似江主する.ポテンシ1"11-カ;

M1 • Mz(8) -r+'づzーとしてiα.e寄ピ求め辺fT!t分布尚数者J求

め最初jの観測が{と比較した.

銀河系の密度分布 (TI): 荷捌文芯郎OjfJi':j~文

台) ~kM来型FJ度分衡のそデルk して中心から の日Fl域

T と ~J~に密p)!が正規的に減少する隠I'Fj~..f百1'Jf1民な考・し

とわから導いた銀河IIJH~:C-漣~θc と r の!到係ヵ;オ ジ ン

ダの 21cm電波観i削除~Jf~ (2kpc < l' < I'@J) と合う

ようにモデルのパラメータ』そきめる，一つの1111'"11容
だけでは観測がよく現わせないので， 二:つ'Ti::ね合わlt

る場合否ど級会Jした.この時想像される銀i"f釆のJfj，:合
わせて球に近いもの〈雌心率-0)と』百円〈なもの か~

1)の2側の聞稔摘円休をとる.とれで級測はよく {jJわ

され，との結来・では銀河系の総資設{主 0.65x 10" MtiJ. 

銀河系中心精度は 18(J⑨である.

銀河回転と議豊富常数 : 鏑木政岐OU::J，fJJ!).11'1'年秋

の年会で銀紳士 30"以内にある 3693仰のB.{ff~!1fの

間有迎動を分析して決定した斜i"JIUI~恒常数及ひ四戸川片

数の補軍備を報告したが，今回{ま鋭紳士 10"'以内の

1929伺のA型Mの悶有五J1助役附じブf訟で分析した.

B型星〈土 10。以内) A型JP.

阜の数 2201 1929 

kmjsecj戸 kmjsecjpc
A +0.0157 土 .0041 ・卜0.0135 土 .0058 

B -0.0090 土 .0023 -0.0169 士 .0030

lo 324.04 :t7.o4 319.9 土4.勺

dp +0."01328土 ."0018 .+-0."0153:土 .勺014

d~+de +0.016) 土 .0018 +0.0165 土 .001:l

銀鱒 土 100 以内の銀河併においてはBW" A~f!Mlllij 

2貨の結果は大休一致する.

第 2 日

フレーアの出現可能な原点のつ〈る場 :幼!ヲ{敬子

石綴陵 ・街概数(生駒山太陽観測所) 1946-凶作の

へリオグラフの資料よりフ レー ア発生と胤1/1-との関係

をもとめた.フレーアは然点の1日賎期DEF般に多

< ，発民段階では活動般脳mやそれに近い上昇期，叉

磁溺の急変する場合に多い. フレーアの型を分割し，

双極然点との{合:倣!関係そみると， Dotは主応点に援す

るか幾分従見点よ り(.之J現われ， fi1amentの場合r'j;磁11，
相反する大きさ同じ烈点では碕然点を結ぶ方向に起
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り， 「叉く lた;_: 'j小jト、!烈iμtりfιん.Ij 主乞~，り1)，ζる"し1，'イ川!I川11:7決て.車結主ふぶ:汗i所ゾ好?に f争bい， (J:焔主}Jf料決

I こl白α':f戸灼r行Ci7:な正 f制ih抗lnl】町叩nt:.rれ1，川仙lリ山It弘1;ι;し.'.1.'.九，

j丘<iこl伝卸j刀1l打す町とる.，

太陽畿周期における黒点とコロナ縁融強度との関

係 : lJll!-J i:ff;ク'ト 51・4・tJ ¥'，之 ・花附倣m:(tf，Wr>Jlfl)，防波

i刷所) 1!)47-fi2 "1・のi似たから悩小まて-(/.) (')，';11切にっ

し，00C，.ftf{々 の*，;ìJ')~γ JJJA Jれる!!J止なたチ :1 ーリ ッ ヒ 分1~1

による9~nの別にわけ， 帰依の大な 5303 コロ少話lí似

とのBUf:!長女しらぺた.

:非j月作!ド:?焔目古.に ，怜h漁骨j皮だのノ火〈なt前苅州íl市iドi糾料lはゾ大〈休プ大'-:!烈Iι.\.'.'，点I.~己点'，':‘~，:m群Fに4多~< I附1甘1叫砂槻iす

る刀が:1球』必2る4似2皮のt均!皮芝UのJものゐな.どの!尽浪た，点1

b餓i誕z孤測tされる. しかふ !日..:.~カ:反応した状態のl時に多< ， 

状態の急変するII~!;I:余り 弘前L 、コロナ民I1符!なif~さ ない.

繁華安に新設された紅炎早夜袋ftl: 野附i建夫 'JaR

巡'1:・rtr.J)<-'1)/1 (バ!ぷノミヌ;合) *骸コロナ切i刷所に

設問した紅炎-'，1.1ばliUJ:伝性ji'，:につき概時を$fi介し，七. 

..A. ..A. .A. 
l-( J.-{ }....{ 

太陽電波パース トのー特性: 刊行法!1H(J，j[)j(天文

台) fl，oIlJi ベ~ス ト(.r.-・伎に符j川削波として受 信 さ れ

るので ・凡退I続的の級に，ほわれるが，;検波出ブJの特例:

よりみれば，令くせき斜i:i";' l: l，iJじであることが級測され

た.このように熱計t:(rl'とl'iJじ検波出)Jr割合を持ち，一

例のパーストはが均1A別、Iの時定数を以て対数的に減

車交し 4Mc 伐の川波数のIIJをもった焔n((パーストはど

の械なiiiであhI:fよし‘かを2与えた.一例として，多数

の屯;(-1停を考え，千千々 は 200Mc土 2Mcの制JBに人

る中心j.'i]波数で，島各川.oJII年(<P秒〉に減訟振動を始

め，しか4一fllolのm子抑' I~では作電子は同Ï>í.相で同組

mIJ~どするとすれば，U~JJI-1 111Ji-:る.とのfUI一秒にi校ぺて弔

い滅成似闘のw合で，このJ民励会励起するエネルギー

が--，f~~のIh'fíと数勺減成するとして も よ い. どちらであ

るかは波のトレイ yのj之さを測定しないと判らない.

太陽電波の偏波観測におけるファラデ ー効果の膨

海: :t:IQI!ljlt犬(京以天文台〉 地域外から来る楠/fJ仰

llJlW臨時のft11繍切のためその軸が問。鼠する.しかし特

に地球舷場との1(1ヵ:n'l:f(Jにiliくなれば，楠円Eおもまた

変化すること事?注:配した. また太陽大気のよ うな掛合

には・を伺日;{~lt\の ' 1'1'です・でにIr!l~伝的の相越が為る符で，

その場合tこ(j;fMi攻場及び的円主将が変えられる.

日食敏i則よ リ求めた太陽電波煽昂騒射源のモデル:

刻"中武夫 ・ 2五、.'~-j賢司 ・ サ:III~E (.4日〈天文台)IJJI何耳

炎 ・ 布11泊路約(忽大~;.;mr.Jf-究所) 1955!1手 6月 20闘

の高官分F3ftを， 三J艇とLls.!l己応 (8000Mcjs)及び盤川

(3750及び 4000Mc!s) で同時観測した. との結~吃

解析してき'1臼太脱出州ftj'，-!!lìこあった大m.~主群lと閑巡す

る1lijl，'，刺身長以の;洋しい節度分布を求めた.その大きさ

はがJ4'でカルシゥム半減ときわめてよ く似ており等

{，l!il鼠良市主約 10GJ.主である.なお大防白i全体の栂度分千万

については7}j;泊附近にのみ同縁地光が認められた.

コロナの渇1lr: 鈴木義正 〈京都学会:大〉 コロナ;ま

ncJJにより選抜された日速j芝粒子によりtlltb比されてい

るものと考えられる.この粒子-が太陽の涜プJ場におけ

るエネルギー方式を満足しているものとすると， コロ

ナの分布， 111さから求められた牧子の速さは100万度

に相当するこ とが抗された.

太陽大気における友磁力 : 同 (同〉紅炎の巡iJi/jの

阪悶として反儲カを考えたもので，初屯粒子に対する

反磁力はそのJ.'，(における磁場の強さ，向屯粒子筏度，

m度によって定まる特定の状態においてのみ作用し，

紅炎の倒般的な迎励を都合よく説明する.

議~1Ifにおける音波の伝揚 : 河鰭公1Il:l(東京天文台〉

ファン ・デ・ハルス 1・が求めた磁liJJのある時の音波

の伝絡に関する3-¥:を使って彩!週中の1]'j-~宣伝織を論じ

た.計算は 1 ガウスの一級な磁j~と 60000 k の一様i温

度を仮定し，子持度は 7.，.ン ・デ ・ハルス トのそデルを

使った.磁幼とほぼ平行方向に入射したど;-i)Jtは，音波

としてほほ官民主し 5000km伎の刊さの所で御殿波に~

る. その他の場合は途中で改変アル 7ペン波になる.

その伝嬬速度は'併度の減少と共に土問すので倒鍛波には

ならない.又斜め入射の場合には一般に途中で反射す

る.このために彩層上層の街盤波には指向性を主主じ，

路場と平行の方向に伝わる.スピキ品ールが的撃波に

より生じたものとすると，その形は磁場の修鱒として

税関出来よ う.

会合 カ

偏光績庖折を利用し:たたこ三の遣接妥a鑑1: 海野和言時郎s'

こ北!化t開倒郷i俊郎 (ω到双1げプ掛)， 尚E銭益瞥鞠 (耳東f北犬迦) (i) エ

グ 7 ンス型のリオ 7 イ Jルレタ-てイ6弱a光板として二1東E

リスズ，ムを用いた場合に一つの波長例へlぱまH線とその尚

側の述続スべクトJルLレ.域でのとの二つのイメ戸 ジを悶一

の光光，当学企系で1得辱られる.

くii) 水晶と方解石との復合の四分の一波長板で色

消しにすることをのぺた.一枚のマイカによる四分の

一波長級に比して会わめて性能がすぐれている.

干渉針による騒収綿の測定 : 末元哲三郎〈東京天

文台〉 アレンは太陽大気の苦L流に集対症があること

を弱い吸収椋のrIJから結論したが，巾の解釈に疑点が

多い. そこでフアプリ【 ・ベロー干渉計を分光誌に併

用して太陽国土の色々な場所での吸収鯨の商分解能の

スペク トルを観測した.その結果，巾はたしかにアレ
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ンの場合と同 じく 太陽国中心から周辺に行〈 につれて

治加するという結~ーを得た. 加し吸収線の輪fiJ:からそ

れI守身{士'IJ;として妓収係数の輸蹴を示してはいないこと

が明らかになった.

金浸食観測から太陽の縁辺i威光測定の可能性の検

討: 務機国治・漆ー茂 (J#可E天文台) C.W.アレン

の提案ずる金.o:.1.Jな説J{IJから太陥の縁辺誠光の決定政令

数鮪的に検討して綬測法として満足なととを示した.

併せて 1958年 1¥1月 19日本多11筒務毛な折?づj滋滋泌する活企2広段2食

にvつコ丸L

広範閤測光計の研究 : Iiiι同iJ(問〉 大陽念か‘ら8等l皐草ま

でを悶--光電iJI附'.計でiWJ光可能な装躍の製作を研究し

ている. さ民間の t~的は太陽の光度等級を決定すること

で，之により日般の恒星の等級をCGS ]:l~佼で現わし

得る.現有:際機電球を仲介として月(一12.7等〉から

金星，ネ;昆及びその衛星カリスト (+6.3等〉まで実

測し?辱fこ.

-t:r * I告

V Aqlのクーデ'スベクトルについて (0: 藤

岡良雄臼げ1;j1l!) ウィルソ ン山天文台で描影の V

AqJのクーデスペクトル〈波長・域 5976-8906A)に

ついて波長を測定し，更にそれを自記測微測光貯によ

るトレーシングと対照して，まず水蒸気による地球大

気線を徐i!"， CN， C2による分子綿と，元紫による底{

子線在同定することを試みた.Czのスワン有事(n-n)

の (3.5) (1， 3) (0， 2) (2， 4)系， (万占I)の (2，0)

(3， 0) (4， 1) (6， 2)系及び CN のくll-I)のく4，

1) (5， 2)系について爽厳祭における回転純治のデー

タがあるので，それによって 7800Aより銀波長の得

スペグトルは大体同定出来た.原子線については既に

発表した UCygのデータと比較する予定.

ケフェウス変光星の迫錦繍射: 一柳芳-ー ・民家怨

ー(東北大迦) o Cep. のグリ=ヂ色温度観測に対し

て，モデル大気論を適用して/1Cep.の光球半径の変

化を求めた.先ずベッカー・カナグアジアのそテソレ大

気をとりバルマーの飛躍とれ，9く淡泊・mプ3)の関係

及び，色湿度，6t， 9の闘係とを作り，各位相のパル

マー飛廻及び色甑度を税明ずる gと 6.を決め，次い

でウェセリ ンクの初演リから出した輔射光度曲線から半

径を求めた.結果として視線速度的観からの半径変化

と佼胡のー殺するを得た. これは前聞に得た}古典脈1f!lJ

滋論にあう半径変化と矛盾した結果に達したわけであ

るカら変光星大気の特殊性を考えると金輯射補正にコ

シレフの研究などを考慮に入れて騒射光度曲線の点を

一層吟味してみる必要があると，思える.

変間散乱に対する M ・E製綴射繍遠方程式の解:

よMfタ夫 〈京大~!)辺l税定常税率iω胞の砲翁にお含，

M ・ E型大気の究~ri1~散乱に立行ーる光lJ~ 子の emi5sion

probability のも!i分方符式を潟いた.とればソ ボレ 7

が物型的正~V.I~:より fうたものに等しい. 光学的~~ざの必

Jft式としてプラ y クl利数を仮定し. .J:~己の場介の.: )レ

yの割分万平霊式のS(i(!l，:解を得た.

宇宙畢の郷線スペタ トルについて: 日本正太郎

〈京大花山天文台〉 宇宙まがlilからの光をうけ℃締〈

峨合と，宇宙~相立の樹炎によりお11< 場合とのスベ ク

トル的持徴を計算した.的突スベクトルの特徴{土 (0

nJが強<.水緊パルマー綿の弱いことである. これ

は臥r純 Aのスペクトルt't帰徴とよ〈 ・4 殺してL、る.

fl.q .骨の星雲について，それがはたして足の光によっ

て糊いているものか，又は倒突により聞いているのか

を判定するには街j変効果を利用するのがよい.足立3の
フィラメン ト叉ftuJIをよfって例えばサ ッカレーの行

ったよ うなよじ強度 Hs/N1+凡 の変化交級illOすれば，

二つの混合のどちらに当るかが半uる.縦測のデータが

不充分であるが， 1即応結果としてドlぬj恒網状昆恕{まnru
突，M16は星の光・による発光と，殴われる.理!l命的には

問者の根本的差災は電線式が鈎突の1沿合にはコロナ

Z払師射の場合はサハ型になる点にある.

鍛似非圧縮性流体の乱自覚: 成相秀一 〈広・島大関愉

物剖研〉舌し統概念の宇宙論への器入について， 稼:の~

会でのべたりに引続きことでは宇宙論を一応綴れて宇

宙の膨騒を考肢に入れた流体力学の方務式から出発し

て宇宙的乱流の理論を鹿闘した.一般の場合は便利削i

Iiff体を扱わなければならないので，ここでは得度が時

間のみに依指し而も速度 Uiの発散がゼロでるる場合

く綴似非圧縮性疏休と呼ぶ〉を扱った・その結*，現在

の如く勝股がかなり巡んだ段階では布・.~~の潤紛が大f本

そのまま適用出*るカら 昼寝の形成などそ問題にする

場合にはかなり事情ヵ:災仏中間の段階は非常に絡し

いがJこのような段階に於ける舌L流の杭微は，治活の

割論に於けるハイゼyベルクの扱い方と顕似の方法に

よってかなり明f.(liに胞述出来る.

会 会 会

後配 民事t賞者・のアプス 1ラタトが附jに合わなかシた

僚制怖については次にその探短のみを掲げます.0米

瓜骨量マイクロメーター常数 Iヲ滋〈鰍J1f.喜連測所)07'乙M

fi(による鯨波観測似の系統的総議(IV): fl在的集i淀(1悶〉

O視佼trl計算における主主滋(v): ?;S水1[(次〈問)0上勝

気減と鰍J1f.変化(l):須川カ〈向)0いわゆ る泌!J!1!Jiに

ついて:村は，A:9j(科学際物史的 〈以-F190瓦に続<)
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ン ン ホ ジ ゥム記事

… 農繁星のスベク ト)J，..について ー

藤出良雄(京大内)

キーナン，モノレガン治:R， N 型の旦を C分mであ

らわす試みなzしてから既に-1-"数年を経たが，小分散~

の分光・'1f.おからf!J.られと幸先月見'犯に11'分散1ft，jl::j分改

良をの分光穏による Jベベク トノレl:比較し，いろいろ興味

ある収艇がllJ~)1L， 又新らしい疑問jも次々に生じて来

つつ為る王IHえである.ぞれ勾:のうちのいくつかをとり

liH...て論じ.cみることとする.

1. 柑50Aの吸収稀

低?益のN!]盟Jd.の t1l00Aよりもr.W波長岐に強いl攻収

がある乙とは大分ilijから1i!，J胞となって肘た.その中心

が 4050A泣くにあるので，どのような元来の吸収に

よるものであるかが議論され，災験設における宍験と

比較検討され来った.最初はスイy グスが，後になっ

てから "V;:tケラー， リチャー f :lンカ~Caによるも

のだみうと去っている.特に後の二人はこの特徴の郭

しいUHya(N2:C7U YCVn (N九:C51) を~~~jikJの

N型車ゃ R謹!Rと比らべ分光傾度を出Lた.波;長長に

対l...-.:.;;中特柑F怜附N文対す!扮1泌刷負剣J股1交Em苦な:log で衣

冴双~は偽 1 図のように1刷d刈J~ポJお~Iにこは敦しい相F然4の2忘bるζ とカが: 

1半剃判ド拘初uつた.ζのl踏版E浜{悶にザつコ凡L
y プスと フプ， リ ψ ワ-(はまキ y グ1抱I伊3の与正ぬ山:江工i~怨2在;抑を朋Lい、e父 R. 

へJルLマy とL. へルマ ン{は主叫b彼党程a廿.をf月臥L、爽到!験鈴2祭信伝:でで‘1研研列冴:3'先E 

し4050~'J

近におけ

T.#6 
る強いまilI

( 

よ1，5'
綿花火々

-唖
Ca， CI-i 

1( 
t;・l.It によるも

・圃- のと'，d定

-/5Oト / / した.そ

.w~ j /" 
h~~の給

来を1~の

-Uoト J I 
!吸収f;}と

比べてみ

j ると第2

図に示す

JJ叶 f ょうで，

品切。 4100 "Joo iS'oO 47~ A 
(みの'}j

31." ヵ~lì{ritJ、ら

ii> 1 尚 し〈考え

られる 7 1ース

トl主政采と酸紫の

比泌がS型とNll1!

の了度中!日jにらる

と考えられる特別

なこつの[TJ. AM 

Cenと GPOl'i 

につ いて，4050 

附近の強い奴収は

NaH によると考

えられる手持IJな加

点を~げている.

その一つの証拠と

して同じ政紫皐で

も水緊の少いもの

唖

~ (11 ヘスF 

d‘ = o.so 

-HI ぷr
.1.Io 

-I.ST 
'.・

31uO 41即 4joo 4SM 41dJ • 
i星.. 

第 2 聞

く1)7イリ y プスとプ Hゥ

ワーの実験車古来.(2) Rlk 
ひrL ヘルマンの給よI~

として知られている RCrB が 4050 に踊L、吸収~~1:

さないことを挙げている.しかし C3 の可能併に比ぺ

NaHの方は米だ縦問の点が多い.

2.・赤外犠における研究

;Jf;外域に於ける研究は分散度や感度等の問題がら

り，米だ進raしていないが， マツケラーは 11000Aま

では描絡し 9000Aから 11000A までの聞で 50本

純同定している.ただ分散度が100A以上なので粉度

{主主 2A初Irtなのは，1:むを得ない. CaのえJR綿，

CNの雲氏タI-m匂;悲しいが地E嚇泉が相当詰Jしいので!日j定

そ|羽燥にしていることは磁かである.

3. 炭素昼の分額

hを初に述べた C分知に去すしポイグ.くBouingue)，ま

サンミシェル天文台で鍛彩したスペクトルを畿にして

逃った分類を試みた.分散度{ま Naの D線で 90A/

mm及び 240A/mmとし寸分光認によるもので，先

ず， NaのD鯨 (C1と

D2 を含めた〉の等制 ? 

中討を近似的にilllJまさし' ![ ~ ∞ 
それによる分脈 CNnC ~ ~ 。γE。
とl浮ぶ.一方ただ1混度 s t 色。 ιuh。
だけによる分類を CT ;I ? 
とし，~らしい分寂 2 

CBを CB= (CNa + 1じえ 。
CT)/2と5LZ援した.今 012j45678'1 

ν8 

。

。
8 

までのC分績と新らし

ぃCBとの関係を図示
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r ・4
市
町 7

すれば第3図の

ようになる.な

お CNゃ Clの

鋲勤f脅からR，N

w!のAの鵡!をな

求めたマ ッケ:/

ーと，ξ;ξ コム6つ

研究ではかなり

精度が惑かった

ようでらるが，

10 Zo-ー ボイグは選移附;

T昼~匙をf.:.(吻吋 三容の新ら しL斗寸

ti~ 4民i 料を使つ℃いる

のでかなりいL、結果を示している

4. 中分散度による研究

キーナン，モルガンの低分散!芝による分演を中分散

j変 (mediumdispersion)のスペクトルから見たらど

うなるかは興味ある問題であろう~活者は RY Dra 

(C4~)， V Agl (C64)， U Hya (C7s)， U Cyg (C7-r--

-C9~). WZ Cas (C9j) の 5側の政紫星について，マク

ドナル ドで撮影のク ーデスベクトル 〈分散度 49A/

mm)を 5717A から 8670A までの波長岐でしらべ

てみた.その結果の 2，3をあげてみれば，例えば原

子線について一つ一つの線の{氏い方の励起電尽 くex-

citation potential)と強度との関係は第4図のように

C4 から C6• C9と進むにつれて傾舎がたつて〈るのは

興味あることである.Li 1の 6708は WZC拍 で特

に著し〈強(，特別な徹子を示しているカち将来に践

された研究材料である.その他の:会鴎については. 5 

-.! 

.箇、 400~

JBQO 

J'OO 

3400 

ι4~J2ðt1 

(5・JOOO
C，.2800 

2600 

、rーa・z4側
2200 

C，.2000 
1100 

ζ判例t.¥<. 

1400 

• Z"" 
v ・・7も

‘Y 

.c、

• s. .ι. 
，fb. 
N仏

• sι 

Jた1m 

4 s o -7--8 " 
電鈴't.&( ・r~砂川

免iS 5 図

側の患について強m:

を調らぺ，どの昆で

路大になるかをt1t'ilを

した. ープV'ilt蹴Jたか

ら盟;治的に!11子数と

ilMrtの関係，:'Z~\， 、か

えれば原子数の極大

に法ずるj温度!njミめ

ることiJ~l:fhおるの

で，irW5討さ郊 と比!絞

す句ることによ νコてtt~

5 r理iのようにC分別 ・治 6l'i<l 

温度を挽怒することが出来る.

5. 高分散~による研究

今後l'::~毒された問題の…つは商分1i10ll:に よる/J{議援

のスペクトル似の|改定でゐる.怨:者・は UCygのク-

"Fスベクトルの央制及び赤外域 (5!.l40A-8830 A)に

ついて阿5Ë~ど試みたが，米だ充分と{ま2支えない. そこ

で現在は VAqlのクーデスペクトルについてi.. jじよ

うなことをど締結中である.iilリ微光度計による トレーシ

ング〈第6関〕とコンパレターによる政俊測定により，

l司定を行っているが，烏原I子

1地臨E球求紡線1カC入り3交己つているので却々!阿附司羽H劉娩H擁fである. しか

し特に CN ゃ C~ のfeyH封tfのjjìJ~i!がl.tl~~れば， 問

舷初による蹴肢を求めることが出来るであろう. これ

は按勤務による結必よりも精度がL、L、と考えられる.

C と O の比註が侠紫昆と S~型阜のtl~l1flにあると考

えられる GPOri絡の発見は国自いが，将./をこの備の

息が更に見間され，叉箆・3認の比i立の多いもの?がもわか

ればスベクトノレ.W!分加に多〈の緊!'朱あるIIr}l.割引与える
・であろう.

…土星系の英文常教について n

一山花自;%=(東五fフミ文台トー

1. 衛星の敵進要素

昨年アメリカ潟市:7ミ文台の 1938-.~l()4.7 r:ニ1ぬける土

足の内術fd.の観測結果がl:H版された，償却 Iこ:~ lt('修

理し Ci.スッルーペの後紫の式ヵ:1符期待につ.，、.C/戊

:kつものと 'して作袈認否の (O-.C)を求めた<"の うち

特に Mimasの収均筏1ftに3度にもiをーする (0.(;)が

税れることが分った.そこでハーシムノLの 178911~)'J. 

来の観測 (~n 悶)と ・ 背信lごして平;l{.，J筏伎のえのf千係

数の改良を行う と，その新しい式と えツルーペのえか

ら求めた経度の授は悶の破線で炎わされるが， : t1..f'J: 

ハーシェルの結J畏からははずれている. そこで経佼に
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られているデータからは計算出来ない二i:星の赤道l首の

j"J期泌動の:{]:1.Eを1lisEしなければその!京悶を説明出来

1950 

ε 

。iSιnA.1

，・， ・ '‘
， .・ 2
.~~"，t，・ .. 

。 J • • ~三

. 加 .a'70zs-
竺。， . .。. 
・ '.

会人ーデァ
凶l 

&， 

J 

.O_t占。習

。‘
 

'
A
U
 

K

，
 

e
 

ー50

+5.'0 

，
.。

包
F

。R

-

u
R
 . 。

。
・・・ . 
.0 )1: b 

0... ."・
i-.U 〉

。。 . 3'a氏。 . . 
M
4
M
F
W
J
 

H
川

A
U
例

υ

D川
九
山
市

U

O

R

・

-5:0 

永若手均1巡1;:丸るとしτ:角f，~(tfしたものが災総，_({)t~ 、て

ある.とのtHJによ る式(.1:消防のアヅス トフク トにかか

けへこ、ふる.

他の街Jitにつ¥，，-cも求めたjj((，I'.力!似の 100'<J'.につい

ての的基?第 ] 災に;j~す. これら7ì~t!~方IIJ:l~のiJ]O却は，ご1:

主主の形:jj.:の文化とか， ご1:足のJjy[;位吹識のikoj-:変化では

説凶出来なレ.

2. 衛星の質量

新しく求められた援策そ佼つ七千千衛gり佼~hk~， ジ

品 7 レィスの{j/f(M. N.. 113， 1953)と対照してtf&l

援に掲げてぼく Mimas，Tethysの伯はそーれらの紘

肢の大摂動明の係数合かなり 者Eえたために，・作IJ(なジ

"，" 7 レィスのものより小ざい. Enceladus. Dioneに

ついては悠渚'の新しい考え方 (Proc. Acad. Japan， 

31， 19(5)によって質歳定求めている.

3. 土皐の形状の常重量と1震の"-鑑

軌道留i列，災611とJL[土点の続!支の永年i徒動の 1"i'につ

いての絶対似た円計算したが{月初:第2i'1慢で、みる.この

うち Mimasにつ¥， '4ζ の 2 つの紡の;j，~~は 2医者の式

(Proc. Acad. Japan， 31， 1955)から求めたものに全

く --l&'-，~ . 又この永年品明からごL:htの形状の?聞と

獄の質掻 μ とが計算出来る. 僚の千千部分の;中日立がー ・

定であると低音するとそれらの{i((は

k/αo~""O.024 249， l!α{l4:=(0.71士0.52)xlOω"
全 39μ=(0.32土0.25)xlO-

'
ん1

:(II~ 

t ~ (， -. 
i¥. (1 ~ . 。. 

昆

dト
。， 
E .. .・.

A
V
S
 • o

 

・-e-5.0 

となる.

主義の赤道衝の運動

'1'1.'か らの税測な強制すると，作符il~，ーから求めたえ:111.

のFtf~逝耐の2則自おに交付る抑制;の経I~ fllと傾斜fの
も の (O-C) に系統的J;~1期的な設がYjJる . これと I;i) じ

ものが勾殉続使 εiこも王ijわれ，これらは作船員につし、

て佼4・Hや鎖I/Jが一致しているので〈錦:31罰)， 剖ヂ1:9~1

4. 

第 1 表

Mimas Enceladus Tethys Dione 

永年加速 2."78土1.019 -8.'0土8の -1.'0:i';1.'6 5.'2土6.'2

望室滋(古本) (6，28:i';O.09) X 10-8 (1・44:t0.43)x 10-7 (1.046土0.014)x10→(2.03士0.04)X10-6 

H (Jeffreys) (6.69土0.13)X 10.-8 (1.27士0.36)X 10-7 (1.141土0.020)X 10-0 (1.82土0.04)x10-6

第 2 淡 〈永 年波動〉

Enceladus Tethys 

辺ゴコ 点 昇交点

156.015土0.017 72.024土0.002

1950 

Rhea 

1.'0:i';5.'2 

関2 公5

1900 

Rhea 

外交点

10.018土0.003

Mimas 

列・3ど点

365.003土0.05

i丘オ:点

365. o57:t0. 004 

柄、.1"''''川、"..，・......・B・"".、.・・・・III，h，II'"・・、町、・H・・・・、0・‘"・""，'，101"-，，，・・、..，・，"，，・e・・IUIJ・戸、"."・・、.、.・・""'・'"、・・・"・・・.'，，1111111・・....'''"...・

くひ18;前7)頁変よ p統() OcAu町rKJ応E

o蒋ぴ庫燦書淡時にてヲコUν、J司てC:よlμ川f吋i同4綬愛 くf生主E駒王均JI山113米，ぺd文乞餅杓釘館1) 水丸!i!払〈三さき主獄プ大ミ〉

。き単飯r*剤事，置まの巡効く I):潟水議次(然lIf.綬iJt!問〕
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